
研究
• 若者 活字離 いう単語 く耳 若者 定義 不明 あ

定義 調査

• 近年 ー ン等電子機器 web上 記事や文字情報 読 多
く い 予想 若者 活字離 う ータ 含

い 調査

• 上記 調査 行 上 若者 活字離 本当 進 い 調査

※ 活字離 い 読書率 低下 定義 読書 関し web

上 ータ 含

調査
• 日本出版学会春季研究発表会発表資料 2015年/5/16
活字離 論 文化史 － 定義 統計 実践研究－

• 上記 論文 加え 文化庁 国語 対 世論調査 毎日新聞社広告局
学校読書調査 読書世論調査 調査 行

※若者 定義 右 活字離 論 文化史
10代・20代

研究 の結果
• 論文等 参考 し 結果 活字離 自体 定義 発信者 ゆ ータ 取
方一 差異 見 事実 し 進行し い 客観的 判断し い状況 あ
分

• 電子書籍 読書率 い 上昇傾向 あ 活字離 新出メ へ
当 う 使わ い 考え 例：第一次 活字離 論 1982年
ー 普及率 100 ーセン 年

• 活字離 根本原因 い 10代・20代 総合読書率・書籍読書率 ーク時 1997年
比較 10～20％低下し い 2010年頃 安定し 状態 保 低下

し い い

• 若者 読解力 語彙力 低下 1958年頃 び び問題視 2003年
頃 若者 読解力 低い理由 し 読書率 低下 挙 い ータ し

2000年 総合読書率84％ 2003年 65％ 減少し い し し そ 後 60

～70 間 横 い あ
※ いう総合読書率 あ ゆ 書籍 含 ータ 書籍読書率 書籍 ータ
あ
※読書率 読書量 く 読書し う 割合 示 上記調査 16歳以上 男女
計3600人 対象 し い

研究
・読書率 調査 進 中 若者 読解力 低下 読書率 低下 原因 いう記事
見

・し し 研究① 結果 読書率 低下 2003年頃 起 い い 考え
読解力低下 原因 いう ういう う 矛盾 調査

特 読解力 定義 ータ元 対 日本 対応 い 調査し いく

調査
●読解力 定義
文章 読 解く能力 指 わ 日本 国語教育 想定し 上
教材 し 文章 内容 正確 読 取 いう意味合い あ
し し近年 PISA 調査結果 日本 国際的 見 読解力 高い水準 い
明 い こ 調査 け 読解力 相当す 分野

PISA型読解力 表現 従来 用法 区別さ い

読解力 低下 PISA型読解力 低下 指 2000年 年
PISA調査 8位⇒14位⇒15位⇒8位⇒ 位⇒８位⇒15位 低迷傾向 あ
指

PISAの読解力調査
・経済協力開発機構 OECD 2018年 実施し 国際学習到達度調査 PISA
日本 読解力 成績 再び落 込
15位
平均正答率：記述式57％ 前回比8 ン 減

選択式61％ 前回比1 ン 減
・数学 科学調査 い 日本 好成績 保 い

・OECD加盟国平均 比べ 日本 15歳 読書 大好 趣味 一
本 内容 い 人 話す 好 読書 楽しむも あ いう傾向
10ポイントほ 高い

・2012年 調査 4位 2018年 調査 15位 総読書率 低下し
し 読書好 日本 15歳 あ わ 読解力 4位
15位へ 低下し 理由 PISA型読解力 弱 情報 探し出 力 情報
評価し 熟考 力 低下 挙

・し 日本 15歳 読書 あ 方 PISA型読解力 大 く異 い

OECD PISA2018 ン

文科省の資料
・新学習指導要領 各科目 扱う文章 文学的 論理的 実用的 三 区分
例え 論理国語 論理的 実用的 文章 含 小説 物語 詩 文学
的 文章 除い 文章 使う う 記 い

・高校生 読書活動 低調 あ ，各科目 い ，高校生 読書
意義や価値 い 実感 持 認識 う 指導 充実，読書活動

展開 必要 あ

➡国語教育 PISA調査 合わ 改訂 文学的 文章 省 読書活動 不可
欠 無く 個人 丸投 可能性 高 こ こ 読書率 PISA型読
解力 因果関係 い証左 あ し PISA型読解力 低下 原因 読書率 低
下 い 新学習指導要領 く示し い

PISA型読解力向上施策への批判
• 数学者 茶 水女子大学名誉教授 藤原正彦氏 懸念
文科省 PISA 合わ う 教育方針 変え う し い

・文科省 22年度 実施 高校 新学習指導要領 発表

➡ 新学習指導要領 社会 出 役 立 優先 あ 近視眼的 いう意
見 あ
➡入試対策 踏 え 多く 論理国語 選択 予想 近現代 文学作品
触 機会 減少 危惧し 非難 声 多く上 い
➡ 読書を楽しむ いう日本 15歳 特徴 失わ しまう危険 あ

研究の成果と課題
• 活字離 や読解力 定義 あい い あ 定義 発信者 ゆ

問題 あ

• 文学 肯定 立場 日本 文学 読解力 価値 OECD 合わ 楽し
社会 出 役立 へ 変え し う 自体 読書

離 引 起 原因 い ら 読解力も両立し 教育を行
いく方法を考え いくこ 重要 あ

読書離 を防止す ために
• 読書へ 抵抗 減 世代 合わ ーチ 行う必要 あ
デジタ との融合
➡ タ 絵本 VR 音楽
イブ ーの改善

➡ 読 や く 楽し や い工夫
国語の授業の改善
➡好 本 魅力 語 書評合戦 取 入 読書 促

若者 活字離 危惧
5年  ●● 指導教員：●●

謝辞 本研究 奈良女子大学文学部 ●●先生 助言 い し
深く感謝申し上


